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原 子 爆 弾 に依 り誘 発 され た エ ビ ス グ ザ

(CassiaToraL.)の 不 稔 現 象 に就 い て

工染色体不対合個体の形態的観察

杉 本 卒

Cytogenetical studies on the sterile wild senna (Cassia Tora L.) 

 produced by atomic bomb explosion 

  I. Morphological observations on the asynaptic sterile plant 

Taira Sugimoto.

染 色 体 不 対 合 な る現 象 は,可 成 広 範 に亘 つ て植 物 界 に 存 在 す る もの ち し く,既 にZea

(Beadle'&McClintock,1928;Beadle,1930,1933,,Oenothera(Schwemmle,1928),

1)atura(Blakeslee,1928),Nicotiana(Clau.sen,1931),Hordeum(Esktrand,1932),

AvenaandTriticam(Huskins&]臣earne,1933),Ramex・(山 本,i934),'Crepis

(Richardson,1935),Pisum(Koller,1938;Pellew,1938),Allium(Levan,1938,

1940),Secale{Prakken,1943),Ricinas(Sugimoto,1944)及 びCassia(Naga・

matSu,1949)等 の植 物 で 報 告 され て ゐ る.も つ と も之 等 の 報 告 は 主 と して 細 胞 学 的 研 究

に関 して の み行 な はれ,`詳 細 な形 態 的 記 載 は見 られ ない.

筆 者 は,た また ま,斯 る染 色 体 不 対 合 に起 因 す る,エ ビス グ サ ρ不 稔 個 体 につ い て 研 究

す る機 会 に恵 まれ た の で,そ の形 態 的 調 査 の 結 果 を こ こ に報 告 る.

材 料

1945年10月22日 長崎市の原爆地 に於て,被 爆後に再生 した個体か ら採種 され, .爾 後

九大農学部実験圃場にて年k種 子によつて継続栽培 されてきたエビスグサ(C433面Tora

L.)の 後代に見出された不対合個体にρい て調査された.而 して花粉不稔歩 合の 調 査 は

1948年 産の,形 態調査には1949年 産の,そ して発芽歩合は1950年 産の材料を夫 ダ供

試 した.

'形 態 的 鯛 査

,'陶

一般に不対合個体は,開花 及び結爽期に入る迄は,正 常個体 と外観的に区別するととは

困難である.結 萸期に入れば,不 対合個体では爽の発育が極めて悪 く,開 花後爽は日を経

零永 松 註:長 崎 市 近 傍 で ハ ブサ ウの 名前 で薬草 と して栽 培 せ ご もの を被 爆 後 探 種 して ハ ブ サ ウ

(C.occjdentalisL・)と してi報告 した が(永 松1949),之 は エ ビス グサ 《C。ToraL.)

で あ る こ とが 判 明 した の で此 処 に 訂 正 す る.
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るにつれ相次いで脱落 し,一 方に於て,多 数の腋芽を生するので,植 物は全体 として梢々

繊細な感を与へる.時 には,若 干の部分的に肥大 した短い爽 をつ けたが,そ の場合も1萸

中の結実粒数は1～2に すぎなかつた.不 対合個体は,こ の時期には一見 して正常個体 と

区別出来,正 常個体が全 く着蕾を絡 るころにも,不 対合個体は爾盛んに開花及び分枝 を続

ける.tの 頃の不対合個体の英は内容なきまま徐々に生長 し,2～3cm位 に達 してその

まま可成長 く枝上にとどまる.正 常個体の完熟に近づ く秋冷の頃には,不 対合個体 も開花

及び伸長 を停止するが,術 全体が線色を呈 して,分 枝数は極点に達 し,萸 の数 も可成多い

Fig.1.NormalandasynapticplantofCa∬iaToraL.

a.Normalplant.b.Asynapticp二ant.

(Fig.1).若 干の植物 につい て(Blakeslee&Avery,1934,0nZ)atara;Morinaga,

1940,0nBrassica)不 稔個体は,正 常個体が 完熟に達 した後 も省,開 花生長を続ける

ことが報告 されてゐる.

正常と不対合の個体各々若干数について測定 した草丈,総 分枝数,1萸 の平均 胎座数及

び1爽 当 り平均結実数をまとめて第1表 とした.同 表か ら,草 丈及び1萸 当 り平均胎座

数は,正 常個体 と不対合個体 との間に有意の差があるとは思へないが,総 分枝数 と1爽

当 り平均桔実数 とは両者間に甚だ しい差が見 られる.斯 檬に分枝数が甚だ多 く,之 に反 し

結萸数並に1葵 当 り結実数の著 しく少いことは,こ の不対合 エビスグサの特徴である

充分 に生長 しきつた複葉若干についてその大さを測定 して 得 られた結果を第2表 に示

した.僅 かではあるが,正 常個体の葉が不対合個体のそれよりも大きい.然 し気孔の孔辺

細胞の長径に於では両者闘に差があるとは思へない.
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Table 1. Comparisons of normal and asynaptic plants, 1949.

Table 2. Size of the leaves and length of the guard cells 

         on normal and asynaptic plants, 1949.

 L. • • Length. W • • • • Width. 

N • • • • Normal plant. As • • • • Asynaptic plant. 

* ••••1 unit=3.3 u

開花開始期及び開花蒋聞は両者間に 早晩は見 られす,又 花鱒の色 も殆んど同様で あるが,

Fig. 2. Pollens. a. Normal plant. 

        b. Asynaptic plant.

只不対合個体 の花辮及び雄蘂が

正常個体のそれよりも幾分細長

い感があつた.不 対合個体の約

は殆んどその内容が室虚で,正

常花粉(ア セ トカーミンで濃染

されるものを正常花粉と見倣 し

て)を 得るこ とは困難で あつた

(Fig.2.).第3表 は正常個体

と不対合個体 との花粉不稔歩合

と,そ の頻度 とを示 したもので

ある.そ の程度は個体により多

少相異が見 られるけれども,前

Table 3. Frequency of pollen sterilities of normal and 

        asynaptic wild senna, 1948.
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者の10～35%に 対 し,後 者は

28個14く中【26個fac迄 が95%

以上の花粉不稔歩合 を示 した.

既に述べた様に,不 対合個体

の1黄 当 り結実数はZF一均塵かに

2粒 位で甚だ少 く,従 つて英は

短 く,且 特異な外形 を示すが,

その結実粒の大 さは正常個体の

それと区別しがたい(Fig.3).

1950年 正常及び不対合 の個

体か ら得られた種子 を播いて,

その発芽数 を調べたところ第4

表の様な結果 となつた.即 ち前

年秋外見上正常な個体から得ら

れた種子の 発芽歩合は76.2%

であるのに対 し,不 対合個体に

Fig. 3. Seeds and pods. 

 a, a' and a" • • • • Normal plant. 

b, b' and b" • • • • Asynaptic plant.

生 じた種子のそれは僅かに22.4%に すぎす発芽歩合の甚だ悪Vbこ とが伺へる.

Table 4. Germination of the seeds in the field, 1950.

総 括

(1)染 色体不対合エビスグサは生育初期には正常個体 と形態的に区別することが 困難

であるが,結 萸期に入れば,そ の著 しい不稔性のために容易に識別される.

(2)草 丈及び1英 当 り胎座数は正常個体 と不対合個体との間に殆んど差は認め難 い が,

総分枝数及び1萸 当 り結実数は両者間に著 いハ差異が見 られる.

(3)不 対合個体の複葉は正常個体のそれ よりも僅かに小 さく,気 孔の孔辺細胞の長径 は

差が認められない.騎 は殆んど内容がない.

(4)正 常個体か ら得 られた種子の発芽率は約76%で あつたのに対 し,不 対合個体から

の種子では僅かに22%で あつた.

本研究途行に当り,種 々指導 と助言を与へ られた盛永教授,永 松及び福島 両助教授 に対

し,樹 材料 を賜 つた永松助教授に対 し深甚の謝意 を表する.(九 州大学農学部育種学教室)
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 Résumé 

   Morphological observations were conducted on the asynaptic plant found 

in the progenies of wild senna (Cassia Tora L.) collected in Nagasaki City 

after atomic bomd explosion in 1945. 

It is difficult to distinguish morphologically the asynaptic plant from the 

normal one in the early stage of the growth, but easy after the flowering 

time. 

   Although it is not considered that there is significant difference between 

the normal and the asynaptic plant on hight, mean number of placentas per 

pod and length of guard cells of stomata, a remarkable difference is recognized 

between the normal and the asynaptic plant on mean number of branches
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per plant and seeds per pod. 

   Germination percentage of the seeds produced from the normal and the 

 asynaptic plant was 76,2 and 22,4 respectively. 

                      Plant-Breeding Laboratory, Kyushu University, Fukuoka


